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 広報にちなん令和２年２月　  23　  広報にちなん令和２年２月

令和元年度日南町成人式

特　集

令和新時代最初は、51年ぶりの冬開催！！
　　　  　　　令和元年度日南町成人式が行われました。

　私
た
ち
が
こ
の
日
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
の

は
、
家
族
や
先
生
方
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援

の
お
か
げ
で
す
。
人
は
穏
や
か
で
人
情
味
に
あ

ふ
れ
、
自
然
豊
か
な
こ
の
日
南
町
で
仲
間
と
と

も
に
心
身
と
も
成
長
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
恵

ま
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。　私

た
ち
は
21
世
紀
を
担
う
も
の
と
し
て
世
紀

末
に
生
ま
れ
、
令
和
と
い
う
新
元
号
の
も
と
二

十
歳
と
い
う
節
目
の
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和

に
は
、
明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
立
場
は

違
い
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
が
大
人
と
し
て
の
自
覚

と
明
日
へ
の
希
望
を
持
ち
、
こ
の
21
世
紀
に
さ

さ
や
か
で
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。

　社
会
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち

で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
南
町
で
育
っ
た
誇
り
を

胸
に
刻
み
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。(

抜
粋
）

　
　令
和
２
年
1
月
3
日

　
　
　
　
　
　
　新
成
人
代
表

　足
羽

　光
一

　1月3日、令和元年度日南町成人式が執り行われました。今年度は令和になって始めての成人式で、本来は昨
年夏に開催予定でしたが、台風の影響で51年ぶりに冬の開催となり、40人の皆さんが新成人となられまし
た。式典では、「コールやまばと」の皆さんによる町歌、校歌の斉唱。中村英明町長からは、「ふるさとを想
う心、愛する心を持つとともに、若者らしい行動力で、地域社会の、そしてひいては、日本と世界の発展と平
和のために、目標に向かって活躍されることを大いに期待します。」と祝辞がありました。恩師代表として小
学6年生時担任の河上英仁先生から、「これからは予測が難しい時代になる。そんな中で、日南町のいいとこ
ろである人との繋がりが大事になって来る。皆さんには自分や周りを楽しませる力があり、これからきっと役
に立つ力だと思う。皆さんの活躍や成長を楽しみにしています。」と応援とお祝いの言葉が送られました。来
賓の方々や、恩師、保護者に見守られ新成人達は、緊張の中にも笑顔があふれ、大人への自覚を新たにしてい
ました。
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瀨
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(

五
十
音
順
。
敬
称
略)

新
成
人
、
二
十
歳
の
決
意
！
！

晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
た
皆
さ
ん
に
、
二
十
歳
の
決
意
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

◆世界では
　・欧州に新通貨ユーロ誕生
　・マカオがポルトガルから中国に返還される
　・NBAバスケットボールのマイケル・ジョーダンが引退
◆国内では
　・日産がルノーと資本提携
　・ダイエーが日本シリーズを制し、35年ぶり３度目の優勝
　・アニメ「ONE PIECE」放送開始
◆県内・町内では
　・「とっとり花回廊」が開園
　・町制４０周年記念「にちなん熱血劇場‘99」を開催。
　　町出身のプロレスラー「SHINOBI」さん凱旋試合。
　・全小学校でマルチメディア授業開始。

新成人の生まれた平成11年はこんな年

会社経営

小さいことで
怒らない

とにかく
頑張る お金を貯めて

車を買う 新しい事に挑戦し、
やりたいことをやる

自立
一生懸命

がんばります
資格をとる

普通に
生きること

自分がやりたい事をして、
自己投資に力を入れる

大人っぽく
生きる

がんばる

自分のしたいことを
みつける

健康を意識して
生活していきたい

帰郷

上の圧力に
負けずに働く

大人になる

お金持ち
になる 働く

真剣に
勉強する

成長する

広い知識を持って、
これからの社会の動きを
議論できるようにする

責任感ある
大人になる

お金欲しい自分に
負けない

がんばる

ゼミでの勉強を
頑張る

二十歳になりましたので、
親（とくに父）がずっと
してくれていたことを、
少しずつできるよう、
成せるようにしていきたい

なかむらひであき

かわかみひでひと



 広報にちなん令和２年２月　  23　  広報にちなん令和２年２月

令和元年度日南町成人式

特　集

令和新時代最初は、51年ぶりの冬開催！！
　　　  　　　令和元年度日南町成人式が行われました。

　私
た
ち
が
こ
の
日
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
の

は
、
家
族
や
先
生
方
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援

の
お
か
げ
で
す
。
人
は
穏
や
か
で
人
情
味
に
あ

ふ
れ
、
自
然
豊
か
な
こ
の
日
南
町
で
仲
間
と
と

も
に
心
身
と
も
成
長
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
恵

ま
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。　私

た
ち
は
21
世
紀
を
担
う
も
の
と
し
て
世
紀

末
に
生
ま
れ
、
令
和
と
い
う
新
元
号
の
も
と
二

十
歳
と
い
う
節
目
の
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和

に
は
、
明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
立
場
は

違
い
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
が
大
人
と
し
て
の
自
覚

と
明
日
へ
の
希
望
を
持
ち
、
こ
の
21
世
紀
に
さ

さ
や
か
で
も
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。

　社
会
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち

で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
南
町
で
育
っ
た
誇
り
を

胸
に
刻
み
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。(

抜
粋
）

　
　令
和
２
年
1
月
3
日

　
　
　
　
　
　
　新
成
人
代
表

　足
羽

　光
一

　1月3日、令和元年度日南町成人式が執り行われました。今年度は令和になって始めての成人式で、本来は昨
年夏に開催予定でしたが、台風の影響で51年ぶりに冬の開催となり、40人の皆さんが新成人となられまし
た。式典では、「コールやまばと」の皆さんによる町歌、校歌の斉唱。中村英明町長からは、「ふるさとを想
う心、愛する心を持つとともに、若者らしい行動力で、地域社会の、そしてひいては、日本と世界の発展と平
和のために、目標に向かって活躍されることを大いに期待します。」と祝辞がありました。恩師代表として小
学6年生時担任の河上英仁先生から、「これからは予測が難しい時代になる。そんな中で、日南町のいいとこ
ろである人との繋がりが大事になって来る。皆さんには自分や周りを楽しませる力があり、これからきっと役
に立つ力だと思う。皆さんの活躍や成長を楽しみにしています。」と応援とお祝いの言葉が送られました。来
賓の方々や、恩師、保護者に見守られ新成人達は、緊張の中にも笑顔があふれ、大人への自覚を新たにしてい
ました。

謝  

辞

新
成
人

青
木

　拓
也

足
羽

　光
一

生
田

　由
明
乃

石
原

　由
彬

梅
林

　里
奈

大
塚

　佳
波

大
塚

　真
衣
子

尾
﨑

　望
来

片
岡

　愛

木
村

　光
祐

小
竹

　亮
太

小
谷

　実
也

近
藤

　熙
叶

佐
伯

　尚
也

坂
本

　龍
之
介

佐
藤

　舞
実

高
橋

　陸

橘

　
　明
誉

田
中

　瑞
城

田
邊

　明
大

田
邉

　仁
彦

坪
倉

　さ
や
か

長
尾

　海
斗

中
村

　ほ
の
か

七
瀨

　公
晴

西
村

　拓
実

長
谷
川

　裕
亮

濵
田

　翔
太

原

　み
づ
き

平
井

　杏
佳

福
田

　柊
作

藤
定

　由
真

舟
越

　沙
弥

三
島

　佑
斗

宮
本

　岳

矢
田
貝

　康
汰

山
本

　泰
裕

　

(

五
十
音
順
。
敬
称
略)

新
成
人
、
二
十
歳
の
決
意
！
！

晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
た
皆
さ
ん
に
、
二
十
歳
の
決
意
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

◆世界では
　・欧州に新通貨ユーロ誕生
　・マカオがポルトガルから中国に返還される
　・NBAバスケットボールのマイケル・ジョーダンが引退
◆国内では
　・日産がルノーと資本提携
　・ダイエーが日本シリーズを制し、35年ぶり３度目の優勝
　・アニメ「ONE PIECE」放送開始
◆県内・町内では
　・「とっとり花回廊」が開園
　・町制４０周年記念「にちなん熱血劇場‘99」を開催。
　　町出身のプロレスラー「SHINOBI」さん凱旋試合。
　・全小学校でマルチメディア授業開始。

新成人の生まれた平成11年はこんな年

会社経営

小さいことで
怒らない

とにかく
頑張る お金を貯めて

車を買う 新しい事に挑戦し、
やりたいことをやる

自立
一生懸命
がんばります

資格をとる
普通に

生きること

自分がやりたい事をして、
自己投資に力を入れる

大人っぽく
生きる

がんばる

自分のしたいことを
みつける

健康を意識して
生活していきたい

帰郷

上の圧力に
負けずに働く

大人になる

お金持ち
になる 働く

真剣に
勉強する

成長する

広い知識を持って、
これからの社会の動きを
議論できるようにする

責任感ある
大人になる

お金欲しい自分に
負けない

がんばる

ゼミでの勉強を
頑張る

二十歳になりましたので、
親（とくに父）がずっと
してくれていたことを、
少しずつできるよう、

成せるようにしていきたい

なかむらひであき

かわかみひでひと



 広報にちなん令和２年２月　  4

　
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
気
も
使

い
方
を
誤
る
と
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
電

気
の
使
い
方
や
電
気
火
災
の
内
容
を
理
解
し

て
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

主
な
電
気
火
災
の
原
因

●
過
電
流
（
許
容
電
流
に
注
意
）

　
コ
ン
セ
ン
ト
や
延

長
コ
ー
ド
（
テ
ー
ブ

ル
タ
ッ
プ
）
は
定
格

容
量
（
許
容
電
流
）

が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。

（
一
般
的
に
は
15
Ａ
・

１
５
０
０
Ｗ
）

　
た
こ
足
配
線
な
ど
に
よ
り
定
格
容
量
を
超

え
て
一
度
に
多
く
の
電
気
器
具
を
使
用
し
続

け
る
と
発
熱
し
て
出
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
コ
ン
セ
ン
ト
へ
の
差
込
数
が
少
な
く
て

も
定
格
容
量
を
超
え
る
と
危
険
で
す
。

【
例
】

電
子
レ
ン
ジ
（
１
３
０
０
Ｗ
）
と
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
（
７
０
０
Ｗ
）
を
同
時
に
使
用

す
る
と
２
０
０
０
Ｗ
に
な
り
、
容
量
を
超
え

ま
す
。

●
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ

（
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
と
湿
気
に
注
意
）

　
長
期
間
、
プ
ラ
グ
を

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込

ん
だ
状
態
で
、
ほ
こ
り

や
湿
気
が
た
ま
っ
た
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
が
起

こ
り
、
出
火
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
プ
ラ
グ
は
定
期
的
に
乾
い
た
布
な
ど
で
掃

除
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
プ
ラ
グ
に
水
が
か
か
っ
た
り
し
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
】

　
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
間
に
た
ま
っ
た

ほ
こ
り
に
湿
気
や
水
分
が
か
か
る
と
、
小
さ

な
火
花
放
電
が
く
り
返
さ
れ
、
絶
縁
物
（
プ

ラ
グ
や
コ
ン
セ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
）

が
炭
化
し
て
電
気
の
通
り
道
（
ト
ラ
ッ
ク
）

が
で
き
、
大
電
流
が
流
れ
て
出
火
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

●
接
触
部
加
熱

（
コ
ン
セ
ン
ト
の
緩
み
や
プ
ラ
グ
の
ぐ
ら
つ

　き
に
注
意
）

　
配
線
ま
た
は
電
気
器

具
の
接
続
部
が
ゆ
る
む

と
接
触
抵
抗
が
増
加
す

る
こ
と
に
よ
り
発
熱
し

出
火
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
グ

の
差
込
が
不
十
分
な
場

合
に
も
プ
ラ
グ
が
外
れ

か
け
て
接
触
抵
抗
が
増

加
し
発
熱
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
プ
ラ
グ
は

し
っ
か
り
と
コ
ン
セ
ン

ト
に
差
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

【
例
】

コ
ン
セ
ン
ト
の
差
し
込
み
口
に
ゆ
る
み
が
あ

る
。
挿
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ
が
ぐ
ら
つ
く
。

●
半
断
線

（
コ
ー
ド
の
ひ
っ
ぱ
り
、
折
れ
、
挟
み
込
み

　に
注
意
）

　
コ
ー
ド
や
配
線
が
ひ
っ

ぱ
ら
れ
た
り
、折
れ
た
り
、

踏
ま
れ
た
り
、
挟
ま
れ
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
配

線
の
何
割
か
が
切
断
状
態

（
半
断
線
）
に
な
り
通
せ

る
電
気
の
容
量
が
低
下

し
、
そ
の
部
分
が
発
熱
し

出
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

【
例
】

　
配
線
が
家
具
に
挟
ま
れ
た
り
、
釘
な
ど
で

配
線
を
強
く
固
定
し
た
り
し
た
こ
と
に
よ
り

配
線
が
一
部
損
傷
し
て
出
火
す
る
。

●
コ
ー
ド
を
束
ね
る
こ
と
等
に
よ
る
過
熱

（
束
ね
た
り
、
巻
く
と
熱
が
た
ま
る
の
で
注
意
）

　
コ
ー
ド
を
束
ね

た
ま
ま
や
、
じ
ゅ

う
た
ん
等
の
下
に

敷
い
た
状
態
で
使

用
す
る
と
コ
ー
ド

の
熱
の
放
散
が
悪

く
な
り
、
過
熱
し

て
出
火
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ー
ド
リ
ー
ル
に
つ
い
て
は
巻
き
取
っ
た

部
分
を
残
さ
ず
全
て
出
し
切
っ
た
状
態
で
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ン
セ
ン
ト
式
の
掃
除
機
の
コ
ー
ド
は
黄

色
表
示
の
と
こ
ろ
ま
で
引
き
出
し
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

●
短
絡
（
シ
ョ
ー
ト
）

（
配
線
の
劣
化
や
傷
に
注
意
）

　
電
気
コ
ー
ド
の
配
線
が
劣
化
し
た
り
傷
が

つ
い
た
り
し
て
配
線
の

両
極
（
＋
と
－
）
が
直

接
し
電
気
的
に
結
ば
れ

て
し
ま
う
と
短
絡

（
シ
ョ
ー
ト
）
を
起
こ

し
て
出
火
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
配
線
の
劣
化
の
原
因
】

　
外
部
か
ら
の
影
響
（
折
れ
、
傷
つ
き
な
ど
）、

熱
劣
化
（
過
電
流
な
ど
で
配
線
の
許
容
温
度

以
上
の
高
温
状
態
が
続
き
劣
化
す
る
）、
経
年

劣
化
（
長
年
の
使
用
で
劣
化
す
る
）
な
ど
。

●
素
人
工
事
に
よ
る
出
火
（
電
気
工
事
は
専

門
業
者
に
任
せ
ま
し
ょ
う
）

　
素
人
配
線
工
事
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

配
線
の
接
続
不
良
（
接
続
が
ゆ
る
い
、
誤
接

続
す
る
）
な
ど
に
よ
り
出
火
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

電
気
機
器
の
不
適
切
な

　
　
　
　使
用
に
よ
る
火
災
事
例

●
電
気
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
接

触
し
て
出
火
す
る
。

●
電
子
レ
ン
ジ
の
誤
使
用
な
ど
。

　
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
を
ア

ル
ミ
製
の
袋
ご
と
入
れ
て
調

理
し
て
し
ま
い
出
火
し
た

り
、
レ
ン
ジ
内
の
汚
れ
か
ら

出
火
し
た
り
す
る
事
例
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

電
気
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

役
場
総
務
課
　
T
E
L
　
８
２

－

１
１
１
１

問



日　経　新　聞 （にちなん経済新聞）2020年（令和２年）１月25日
お仕事

プロフィール

がんばる！
　にちなんびと 大塚　裕介さん（37歳）

おおつか ゆうすけ

大塚食品有限会社

大塚裕介さん
S57　日南町に生まれる
高校を卒業後、米子市内の飲食店で勤務
退職後、町内のガソリンスタンドで勤務
結婚を機に、家業の大塚食品 ( 有 ) で働き始める

　昭和 31 年に創業し、親子三代に渡り、木綿豆腐やおぼろ

豆腐、厚揚げ、糸こんにゃくなどを移動販売を中心に地元の

豆腐屋さんとして展開。町内では道の駅にちなん日野川の郷

などで販売されている。

　新商品として「森のとうふ屋さんの豆乳」を１月下旬より

販売開始される。

家業に入って大変だったことは

主に移動販売

　いろいろと理由はありますが、大きかったのは結婚し

たことでした。実家である大塚食品が無くなってしまう

のは嫌だったので、自分がやろうと決心しました。

　今では慣れましたが、豆腐を作るときには朝３時半に

起きるので、最初は９時とかには寝ていました。不思議

なもので、早起きするようになってから風邪をひかなく

なりました。あとは、新規開拓です。それまで米子市で

の移動販売をしていなかったので、新規に販路を開拓す

るのは大変でした。また、それまでは感覚で豆腐を作っ

ていたのを数値化しました。やり方を変えるので苦労は

ありましたが、安定した商品作りができるようになりま

した。

家業の大塚食品で働くことに
　　　　　　なったきっかけは

　一番苦労したのは保健所の許可を取ることでした。菌

を出さないために滅菌処理が必要になるのですが、それ

に耐えるだけの容器を見つけるだけでも大変苦労しまし

た。商品化にあたっては、町のチャレンジ企業支援事業

を活用させていただき、ラベルのデザインにも多くの方

たちにご協力をいただきました。

豆乳を商品化する上での苦労は

今回、豆乳を新商品として
　　　　　　　　　販売される

　今回商品化した豆乳をはじめ、すべての商品を自信を

持って販売しています。多くの方に、大塚食品の商品を

食べていただきたいです。地元の豆腐屋さんとして、こ

れからも自信のある商品を作っていきたいと思います。

最後に
　創業当時から主に移動販売を行なってきました。県内

の西部圏域や県境の市町にも出かけています。長年、購

入していただいている方も多く、いつもの時間より少し

遅れると「今日は遅かったね。」と言われます。長年

買っていただき、それだけ生活に染み付いているのだな

と嬉しく思います。お客さんでも３代に渡って購入して

くださっている方もおられます。商品は、移動販売のほ

かに道の駅にちなん日野川の郷や大塚食品でも購入でき

ます。お電話いただければ、お届けや発送もできます。

加えて、各種商品がふるさと納税の返礼品にもなる予定

です。

　これまでもお客さんなどから商品化して欲しい。との

声を頂いていました。昨今の健康ブームもあり、若い女

性をターゲットにと開発しました。モニタリングも実施

し、市販の豆乳より甘くて濃いとの感想を頂いていま

す。中村町長にも試飲していただき、「豆腐をそのまま

の飲んでいるようだ。」と太鼓判をいただきました。ラ

ベルにもこだわり、自信ある商品になりましたので、是

非皆さんに飲んでいただきたいです。

大塚食品有限会社
　日南町霞915-1　　TEL　82-1028
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福祉保健課
保健師

松本　朋子 372

　
令
和
元
年
９
月
に
﹁
健
康
に
関
す
る
情
報

交
換
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
︒
町
内
事
業
所

の
健
康
づ
く
り
担
当
者
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
︑
日
頃
の
事
業
所
に
お
け
る
健
康
づ
く
り

の
実
践
内
容
や
そ
れ
に
伴
う
悩
み
ご
と
な
ど

の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
︒
例
年
︑
町
の

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
健
康
教
育
な
ど
に

伺
っ
て
い
る
事
業
所
か
ら
の
参
加
が
多
く
︑

話
し
や
す
い
雰
囲
気
の
会
と
な
り
ま
し
た
︒

　
ど
こ
の
事
業
所
も
﹁
健
康
診
断
後
の
受
診

勧
奨
﹂
や
﹁
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
﹂
を
中
心
と

し
た
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
︒
そ
れ

に
対
し
︑
独
自
の
受
診
勧
奨
や
健
康
づ
く
り

を
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
︑
そ
の
取
り
組

み
を
参
考
に
し
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
︒

　
今
回
の
会
を
と
お
し
て
︑
普
段
知
っ
て
い

る
よ
う
で
知
ら
な
い
各
事
業
所
で
の
健
康
づ

く
り
状
況
を
共
有
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
︒
ま
た
︑
他
事
業
所
の
取
り
組
み
を

参
考
に
よ
り
良
く
改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る

意
見
も
あ
り
︑
参
加
者
に
と
っ
て
も
有
意
義

な
時
間
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
︒
今
後

も
こ
の
よ
う
な
会
を
開
催
し
︑
さ
ら
に
参
加

事
業
所
が
増
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
︒

　
町
で
は
︑
令
和
元
年
11
月
か
ら
町
内
事
業

所
を
対
象
と
し
た
﹃
職
域
対
抗 

健
康
づ
く
り

作
戦
﹁
健
康
経
営
力
No.
１
は
ど
こ
だ
﹂﹄
と

い
う
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑
働

き
盛
り
世
代
の
生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
予

防
︑
健
康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
に
︑
町
内

事
業
所
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
︑
そ
の

成
果
を
競
い
合
う
事
業
で
す
︒

　
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
︑
合
計
点
を
競
い
ま
す
︒

取
り
組
み
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

　
少
し
だ
け
意
識
す
る
と
実
践
で
き
る
健
康

行
動
を
設
定
し
て
い
る
た
め
︑
自
分
が
で
き

そ
う
な
こ
と
か
ら
︑
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
︒
ま
た
︑
一
緒
に
働
く
仲
間
と

参
加
す
る
こ
と
で
︑
支
え
合
い
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　
現
在
︑
い
く
つ
か
の
事
業
所
の
参
加
が
あ

り
ま
す
が
︑
こ
の
事
業
を
と
お
し
て
︑
こ
れ

か
ら
日
南
町
を
支
え
て
い
く
働
き
盛
り
世
代

の
健
康
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
る
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
︒

　日南町は『働き盛り世代の健康づくり』に課題があ
り、特に男性に多いということがわかっています。将来
的に介護が必要な状態にならないために、また、健康寿
命延伸のために、働いているうちからの健康づくりが必
要です。
　そこで、町では働き盛り世代の健康づくりに重点的に
取り組んでおり、今年度より「町内事業所を対象とした
健康づくり事業」を始めています。今回は、その取り組
みについて、ご紹介します。
【お問い合わせ： 福祉保健課：82-0374】

働き盛りの健康づくり

日
南
町
の
働
き
盛
り
世
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　健
康
状
況

働
く
人
の
健
康
づ
く
り
☆

﹁
健
康
に
関
す
る
情
報
交
換
会
﹂の
開
催

働
き
盛
り
の
健
康
づ
く
り
事
業

 『
職
域
対
抗 

健
康
づ
く
り
作
戦

　﹁健
康
経
営
力
No.
１
は
ど
こ
だ
﹂﹄

【働き盛り編★健診結果が悪かった項目】
◎血圧（収縮期血圧）･･･県内ワースト１位！
◎メタボ該当者 ( 予備軍含む )
　腹囲
　中性脂肪
　悪玉コレステロール
　HbA1c( 血糖コントロールの目安 )
　BMI( 肥満度 )

【日南町の働き盛りの生活習慣】
　県平均と比較して･･･
　◎人と比較して食べる速さが速い人が多い
　◎朝食を抜くことが週３回以上ある人が多い
　◎睡眠で休養が十分取れていない人が多い

（取り組み内容の一例）
【事業所】
・健康診断などの受診率
・従業員向けの健康に関する
　研修開催

・敷地内全面禁煙または分煙

【個人】
・体重・血圧・歩数を毎日測ろう
・体操・ストレッチをしよう
・１日２食以上野菜を食べよう

　すでに役場職員は先行的
に取り組みを開始しました
が、ちょっとしたことでも健
康 に 対 す る 意
識 が 変 わ っ た
人もいました。
　また、健康に
関 す る 話 題 を
話 す こ と も 多
くなり、職員同
士 の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン が
増 え た こ と も
大 き な 成 果 で
した。

役場で先行的に
　　　実践しました！

※対象データ：40 ～ 74 歳の協会けんぽ被保険者本人
（会社で働いている人）のみの特定健診結果より。

県内ワースト 3 位！
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　杉
原
千
畝
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
、

ナ
チ
ス
に
よ
る
迫
害
か
ら
逃
げ
る
ユ
ダ
ヤ
人

の
た
め
に
独
断
で
日
本
通
過
の
ヴ
ィ
ザ
を
発

行
し
て
約
６
千
人
も
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
を

救
っ
た
元
外
交
官
で
す
。
自
分
の
地
位
も
立

場
も
か
え
り
み
ず
人
々
を
救
っ
た
彼
の
生
き

様
に
触
れ
、
命
の
尊
さ
、
人
の
痛
み
、
他
人

を
思
い
や
る
心
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま

し
た
。

　日
本
と
ド
イ
ツ
は
同
盟
国
関
係
、
ユ
ダ
ヤ

人
を
助
け
れ
ば
ド
イ
ツ
に
対
す
る
裏
切
り
行

為
に
な
り
ま
す
。
杉
原
さ
ん
は
、
外
務
省
に

ヴ
ィ
ザ
発
行
の
電
報
を
打
つ
が
許
可
が
出
ま

せ
ん
。
自
分
の
一
存
で
彼
ら
を
救
お
う
と
思

い
、
人
間
と
し
て
の
信
念
を
つ
ら
ぬ
き
ま
し

た
。
杉
原
さ
ん
が
発
行
し
た
ヴ
ィ
ザ
に
よ
っ

て
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
救
わ
れ
、
多
く

の
人
々
の
人
生
を
変
え
ま
し
た
。
人
が
人
を

大
切
に
思
う
心
、
つ
な
が
る
命
の
大
切
さ
，

勇
気
あ
る
行
動
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

杉
原
千
畝
の
映
画
を
み
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　親
か
ら
の
心
理
的
虐
待
に
悩
む
若
者
「
奏
」

が
主
人
公
で
す
。
生
き
方
を
制
限
さ
れ
、
自

分
が
愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ず
自
己
肯
定
感
の
低
い
彼
女
も
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
を
舞
台
と
し
た
「
ほ
ん
の
小
さ

な
冒
険
」
を
き
っ
か
け
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

　彼
女
は
そ
こ
で
出
会
う
人
々
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
新
た
な
価
値
観
に
気
づ
い
て
い

き
ま
す
。
と
も
に
心
を
通
わ
せ
、
信
頼
す
る

こ
と
の
先
に
「
希
望
」
と
「
幸
せ
」
が
あ
る

こ
と
を
奏
の
成
長
を
通
し
て
描
き
ま
す
。

　子
ど
も
や
若
者
が
社
会
的
に
成
長
し
自
立

し
て
い
く
た
め
に
、
人
と
人
と
が
関
わ
り
、

支
え
あ
い
な
が
ら
希
望
の
種
を
ま
い
て
い
く
、

そ
ん
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
人
権
ド
ラ
マ

で
す
。
日
常
生
活
を
人
権
の
視
点
か
ら
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
と
思
い
や
り
の
心
に
よ
っ

て
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
何
か

考
え
ま
す
。

日

　時

　２
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　18
時
30
分
〜
20
時

会

　場

　町
人
権
セ
ン
タ
ー

第
11
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

第
10
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　誰
も
が
「
気
軽
に
集
え
る
居
場
所
」「
１

０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ
」
を
参
加
者
の
声
に
応

え
て
月
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
０
０
円

で
朝
食
を
と
り
な
が
ら
交
流
の
場
が
広
が
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
同
士
で
、
声
を
か

け
合
い
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

　時

　２
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　２
月
17
日
（
月
）

時

　間

　９
時
30
分
〜
11
時
30
分

参
加
希
望
の
方
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

T
E
L

　８
２

－

０
０
７
６

　日
常
生
活
の
困
り
ご
と
、
人
権
問
題
、
行

政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
相
談
に
応
じ
て
お
り

ま
す
。

　相
談
内
容
に
つ
い
て
は
一
切
秘
密
が
守
ら

れ
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
相
談
下
さ
い
。

日

　時

　２
月
14
日(

金)

　９
時
〜
12
時

場

　所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

　町
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２

－

０
０
７
６

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
君
が
、
い
る
か
ら
」

子
ど
も
・
若
者
の
人
権

2
月
の
人
権
相
談
・

　
　
　
　
　
行
政
相
談
の
ご
案
内

町
人
権
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
１
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

「
つ
な
が
る
命
の
大
切
さ
」

か
な
で

映
画
「
杉
原
千
畝
」

す
ぎ
は
ら 

ち 

う
ね



＊
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
か
。

高
校
卒
業
後
、
東
大
阪
市
に
就
職
し
て
い
た
頃
に
社
交
ダ
ン

ス
と
出
会
い
ま
し
た
。
楽
し
そ
う
で
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
地
域
の
会
館
で
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
が
始
ま
り
入

会
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
５
年
位
習
い
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
家

庭
の
事
情
で
日
南
町
に
帰
り
米
子
に
練
習
会
場
を
見
つ
け
二

人
で
通
い
、
20
年
余
り
に
な
り
ま
す
。

＊
練
習
会
場
と
指
導
者
を
教
え
て
下
さ
い
。

週
１
回
夜
、
米
子
の
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
へ
練
習
に
行
き
、
先

生
に
習
っ
て
い
ま
す
。

＊
活
動
発
表
場
所
を
教
え
て
下
さ
い
。

・
年
１
回
米
子
教
室
の
発
表
会

・
年
４
、
５
回
催
し
の
中
で
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

・
に
ち
な
ん
ふ
る
里
ま
つ
り
芸
能
発
表
会

＊
社
交
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
教
え
て
下
さ
い
。

老
若
男
女
を
問
わ
ず
楽
し
め
背
筋
も
伸
び
姿
勢
も
整
え
ら
れ
、
社
交
性
に
富
ん
だ
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

＊
ご
夫
婦
で
ペ
ア
を
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
踊
り
や
す
い
で
す
か
。

パ
ー
ト
ナ
ー
に
気
を
使
わ
な
い
と
こ
ろ
が
楽
で
す
。
（
時
に
は
け
ん
か
も
あ
り
ま
す
）

＊
社
交
ダ
ン
ス
の
難
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
・
・
・

踊
れ
そ
う
で
な
か
な
か
上
手
に
踊
れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

＊
活
動
上
何
か
大
変
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

練
習
の
た
め
に
米
子
へ
の
往
復
が
大
変
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
社
交
ダ
ン
ス
の
P
R
と
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

楽
し
み
な
が
ら
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
、
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
体
だ

け
で
な
く
脳
に
も
効
果
が
大
き
く
認
知
症
予
防
や
若
返
り
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。
幼
稚
園

児
か
ら
90
才
を
過
ぎ
た
方
ま
で
発
表
会
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
交
ダ
ン
ス
も
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
覚
え
踊
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
奥
が
深
く

何
事
も
基
本
が
一
番
大
切
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
美
し
く
踊
れ
る
よ
う
、

レ
ッ
ス
ン
を
休
ま
ず
努
力
を
重
ね
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ダ
ン
ス
愛
好
家
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※

昭
和
40
年
代
〜
50
年
代
は
日
南
町
の
青
年
団
活
動
が
盛
ん
で
し
た
。
青
年
団
の
ク
リ
ス
マ

　ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
社
交
ダ
ン
ス
も
あ
り
、
事
前
に
練
習
会
も
開
催
さ
れ
賑
や
か
で
し
た
。

　最
近
、
下
石
見
に
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
競
技
大
会
に
出
場
さ
れ
て
い
る
若
い
方
が
帰
っ

　て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　い
つ
ま
で
も
〝
楽
し
く
、
心
ゆ
た
か
に
、
美
し
く
〞
踊
ら
れ
ま
す
よ
う
に
・
・
・

　に
ち
な
ん
ふ
る
里
ま
つ
り
で
の
芸
能
発
表
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

79
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

40
年
余
り
優
雅
に
美
し
く
ペ
ア
で
「
社
交
ダ
ン
ス
」
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る

「
日
南
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
」
の
内
田
実
春
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

英語のポイント：celebrat

休暇や誕生日について、英語で 「お祝いする」は「celebrate」です。「celebrate」の名詞は「celebration」です。

外国語指導助手
ハンセカーの Happy Column

Happy New Years!
I hope everyone enjoyed spending time with friends and 
family for New Years. For winter break, I went back to my 
grandmother’s house in Osaka and celebrated Christmas and 
New Years with my family there. We ate a lot of delicious 
food including sukiyaki, soba, and osechi. What did you do for 
New Years?
While New Years in Japan is a big event in which extended 
family comes together to celebrate, in the United States, New 
Years is the opposite! In the U.S. many people spend time 
with friends at parties, drink, and have fun. An iconic New 
Years event in the United States is the “Times Square Ball 
Drop” event in New York City. Thousands of people gather 
in Times Square to watch a ball, which is located on the roof 
of the One Times Square Building, slowly fall until midnight, to 
signal the start of the new year. 
Generally, New Years is not considered to be a family event. 
Rather, Christmas is when many Americans go back to their 
hometown to spend time with their family. However, since I 
grew up in a Japanese-American household, I celebrate both 
Christmas and New Years 
with my family.
Why do you think events 
like Christmas and New 
Years are celebrated so 
differently in Japan and 
the United States? 

　明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いし

ます。

　お正月は家族や友達と楽しみましたか？ 私は冬休みに、大阪

のおばあちゃん の家に帰りました。大阪の家族と一緒にクリス

マスとお正月のお祝いをしました。すきやき、そば、おせちな

ど、美味しいものをたくさん食べましたよ。皆さんはお正月に

何をしましたか？

　一般的に、日本では、お正月は家族と一緒にお祝いをします

が、アメリカでは全く違います！アメリカでは、多くの人々が

友達と一緒にパーティーに行ったり、飲んだりして楽しみま

す。アメリカで有名なイベントは 「タイムズスクエア・ボール

ドロップ」です。タイムズスクエアに何千もの人達が集まり 、

ワン・タイムズスクエアビルのてっぺんに設置されたボール

が、新年を告げるために、ゆっくりと下りてくるのを見るので

す。

　普通、アメリカでは、お正月は家族と一緒にお祝いしません

が、クリスマスには家族と一緒に過ごすために帰省することが

多いです。でも、私は日系アメリカ人の家庭で育ったので、ク

リスマスもお正月も家族と一緒に過ごすのです。

　なぜ日本とアメリカで、クリスマスとお正月のお祝いの仕方

がそんなに違うのでしょうか？
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Example（例）： I celebrate New Years with my family.

　　　　　　　　　家族と一緒に新年をお祝いします。

　　　　　　　 Many people were at the New Years celebration in New York.

　　　　　　　　多くの人々がニューヨークで新年のお祝いをしました。

Times Square Ball Drop

う
ち
だ    

み
つ
は
る



　先日、知り合いとおしゃべりをしていましたら、米
子のユニクロでの買い物の話になりました。レジが自
動で早くなり、並ぶ必要がなく、とっても良かったと
のこと。もうここまで、自動化・AI化が進んでいるの
かと思いました。
　「“Society5.0”に適した人材の育成」と文科省が
打ち出してから久しく経ちますが（“Society5.0”と
は情報化社会を超えたAI搭載ロボットとの共存社会の
ことです)、今まで就職できていた人材がAIに取って代
わられる社会もいよいよ来たのだな、と思いました｡
　AIを超え、“Society5.0”の中で生き抜いていくた
めには、より人間力が必要となるとされています。そ
のためには、いろいろな立場の人とのコミュニケー
ション力、またプレゼンテーション力が必要です。そ

の力を培うには、小さい時からいろいろな立場、年齢
の方々と接することが一番の方法だと考えられており
ます。しかし、核家族化が進むこの社会において、家
族、学校だけではそうした力を培う教育力が不足して
いるのが現状です。それを補うのが地域の役割であ
り、学校支援ボランティアの出番となるところです。
どんな形であっても、子どもたちと関わることが、子
ども達のためになるのです。
　にちなん子ども応援隊では、随時ボランティアを募
集しております。いろいろな立場、年齢の方、奮って
ご応募ください。お待ちしております。

連絡先…日南町教育委員会(0859-82-1118)
　　　　コーディネータ携帯 (080-5232-7712)

【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

地域とともにある学校づくりを目指して

にちなん子ども応援隊だより No.81

9　  広報にちなん令和２年２月

いますが、永江さんは当時、教育長としてその導入を
推進された方です。当初、この研修会は学校教育推進
協議会の研修会として計画したものでしたが、町議会
議員の皆様、社会教育委員の皆様にもご案内したとこ
ろ、多数のご参加をいただき、多くの方に関心を持っ
ていただくことができました。町教育委員会では、関
係者がさらに研修を深めていけるよう、第２回の研修
会を１月下旬に計画しているところです。
　日南町の学校教育をさらに充実させ、小中一貫教育
を進めていくために、コミュニティ・スクールの導入
は非常に大きな推進力になる可能性があります。今
後、町民の皆様にもいろいろお伝えしていきたいと思
います。

　国では、平成29年３月、学校運営協議会の設置の努
力義務化やその役割の充実などを内容とする法改正が
行われ、４月１日より施行されました。この改正は、
学校の指導･運営体制を充実し､地域との連携・協働を
含めた学校運営の改善を図ることにより､複雑化・困
難化する諸課題に対応する学校の機能強化を一体的に
推進することが目的とされています。
　日南町では、学校を支える地域連携組織として、学
校、ＰＴＡ、地域代表、社会教育関係者等を構成員と
する「日南町学校教育推進協議会」を設置し、地域住
民や保護者等の学校運営への参画を進め、地域と学校
が共に子どもたちの豊かな学びと育ちをめざしてきま
した。上記の法改正により、現在、全国各地でコミュ
ニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入が進
められている状況であり、日南町でもこの制度の導入
に向けた準備を進めているところです。
　去る12月18日（水）、前南部町教育長の永江多輝
夫さんを講師にお迎えし、コミュニティ・スクールに
関する研修会を開催しました。南部町は、平成18年、
県下で初めてコミュニティ・スクール制度を導入して

※出典「学校運営協議会」設置の手引き（文部科学省）



　令和元年度「佐武賞」授賞式が町総合文化セン

ター多目的ホールで行われました。同賞は、日野郡

児童絵画コンクールの最優秀賞に選ばれた各学年１

名ずつに送られるもので、日南小学校からは５年生

の島山湊太さんが「夜のネッシー」で受賞しました。

今回まで、同賞を送ってきた「一般社団法人佐武

会」（福田長歳理事長）が今年度で解散することに

なりましたが、今後は町美術館が賞を引き継いでい

く予定です。なお、受賞作品は２月２日まで町美術

館で開催の児童画展で鑑賞することができます。‒

　令和元年度鳥取県日野郡連携会議が、町総合文化センターで

開催され日野郡共通の課題である、人口減少などにともなう地

域の担い手の育成、確保や住み慣れた地域で暮らし続けるため

の取組みなどについて意見交換を行いました。

　また、これらの課題に対する取組みを連携して進めるため、

「日野郡の急激な人口減少等に伴う地域課題対策に関する共同

宣言」に平井伸治鳥取県知事、中村英明町長、﨏田淳一日野町長、

白石祐治江府町長が署名しました。

ひら   い　しん　じ

しま  やま  そう   た

ふく   だ   なが  とし

なか むら ひで  あき さこ   だ  じゅんいち

しら  いし ゆう   じ

まちの話題まちの話題
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日南小の児童も受賞
12

17

日野郡３町と県が地域課題に関する共同宣言に署名
12

20

盲導犬に触れ、
障がいについて知る

　町民大学「盲導犬とのふれあいをとおして、障がい

者補助犬を知ろう！」が町総合文化センター多目的

ホールで開催されました。今回は、盲導犬ユーザーの

三輪利春さんとボランティアの作野広和さんを講師に

講演が行われました。講演では、盲導犬はハーネスを

つけている時は、盲導犬に声をかけたりなどの気がそ

れるような行動はなるべく控えてほしい。犬は信号の

色の区別がつかないので、信号のあるところで、白杖

をつかれている方や盲導犬を連れている方に出会った

たら、信号の色を教えていただけると助かる。などと

お話いただきました。講演を通して、参加された方の

盲導犬や視覚障がいのある方への理解が深まったよう

でした。

12

22伝統の味を継承していきます

　昭和63年3月に初版された「にちなんの邑の味」が、

再編集され新しい「にちなんの邑の味」が完成し、

中村英明町長に報告が行われました。新しいにちな

んの味は、高知県立大学の彼末富貴先生の指導の下、

日南町食育推進協議会（七瀨寿恵会長、会員47名）

がまとめました。今回のにちなんの味では、見なが

ら料理を再現できるよう、作り方や分量ができるだ

け書き加えられています。

12

25

はくじょう

み 　わ 　としはる さく　の　 ひろ  かず

なか  むら  ひで  あき

かの  すえ　ふ    き

なな   せ　とし   え



　生山自治会（木下欣夫会長）が元旦の夕に、花火の

打ち上げを行いました。花火は昨年８月14日の「生山

ふるさと祭り」で打ち上げ予定でしたが、台風10号の

影響で祭りが中止になり、今回の打ち上げとなりまし

た。花火は「生山ふらっと広場」から打ち上げられ、

対岸の町商工会駐車場などに集まった方々は、冬の花

火を楽しみました。また、町商工会館の町民ホールで

は、おでんの振る舞いも行われました。

生山の夜空に冬の花火
１

１

なかむら　 けんじ

まるやま さとる

赤ちゃんに木の玩具をプレゼント

　町では、今年度から町内の新生児に木育事業の一貫

として、町産材を利用した木の玩具を贈る「ウッドス

タート」事業を始め、今回初の贈呈となることから贈

呈式が町子育て支援センターで行われました。

　贈呈式では、対象となる今年度これまでに誕生した

新生児17人に、丸山悟副町長や玩具を製作した白谷工

房の中村建治代表からクリの木で作った積み木が贈ら

れました。玩具を受け取った家族は、さっそく玩具で

遊んでいました。木の玩具は、

今後も新生児に贈られるほか、

米子しんまち天満屋の「てんま

やモクモクガーデン」などで購

入することもできます。

12

26

　町内各地で新春恒例のどんどさんが行われました。

このうち、町無形民俗文化財「霞のどんどさん」（左

義長祭）が12日に行われました。地域の各家庭から正

月飾りを持ち寄り、竹から伸びた注連縄にくくられた

お菓子や、無病息災をもたらすお守りの猿を取り合

い、賑わっていました。

無病息災を願って
１

12

防災の決意を新たに

　令和元年度「日南町消防出初式」が町総合文化セン

ターさつきホールで行われました。式典には町消防団

員等約 100 名が参加し、団員表彰と昨年 5 月に発生し

た三栄地内の草火災の通報と初期消火に従事した原重

孝さんと三森一夫さんに木山宗司団長より感謝状贈呈

の報告がありました。

　式典後には町総合文化センター前で消防車のパレー

ドが行なわれ、霞地内で日野川へ一斉放水が行なわれ、

災害の無い 1年を願うように虹がかかっていました。

１

11

まちの話題まちの話題
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はら しげ

たか みつ もり  かず　お き　やま  むね   し

きの した   よし  お



保護司２名が退任

　地域と学校がどのように向き合っていけばよいのか、

一緒に考えるシンポジウム「みらいにチャレンジ！わ

が町の高校生」(主催：日野高校魅力向上推進協議会・

日野郡ふるさと教育推進協議会)が日野町文化センター

などを会場に行なわれました。シンポジウムでは、日

野高校をはじめ大崎海星高校（広島県）、津和野高校

（島根県）などの高校生の実践発表と、発表を受けて

のワークショップを行ないました。また、作野広和島

根大学教授をコーディネーターに有識者をパネリスト

にパネルディスカッションも行われ、高校生と大人が

一緒になって地域の未来について考えました。

まちの話題まちの話題

　毎年船通山山頂で７月28日に開催されている、船通

山宣揚祭及び記念碑祭で長年、剣舞を奉納されてきた

仰支期里神社(奥出雲町)の石原道夫宮司に勝田康則奥

出雲町長と中村英明町長の連名で、感謝状が贈られま

した。感謝状は勝田町長から石原宮司に手渡されまし

た。

12

24

11

30
12

21

長年の尽力に感謝

かっ   た　 やす  のりいし  はら みち   おか　  み　  き　 り

地域と学校のつながりを考える

　昨年10月27日に開催された「第4回昭和の名車チャ

リティーミーティングinにちなん」の参加費の一部

が、災害支援金として町に贈られました。この日、実

行委員会の名谷和宏実行委員長と足羽覚副実行委員長

が、町長室を訪れ中村英明町長に支援金を手渡しまし

た。名谷実行委員長は、「台風で被害もあったと聞い

ている。町に必要なことに使っていただきたい。」と

話されました。中村町長は「皆様からのお気持ちを大

切に使わせていただきたい。」と謝辞を述べられまし

た。実行委員会では、次回第5回ミーティングを本年

10月25日に開催される予定です。

12

27 町に災害支援金を贈呈

なか むら  ひで  あき

な   だに かず  ひろ あし   わ  さとる

人権擁護委員が交代

やま うち　 き    よ     み

え　  ひ　  な  れい　 こ

　人権擁護委員の山内紀代美さんが、12月31日で退任

されました。山内さんは、平成23年から８年間の長き

に亘り、人権擁護委員を務め人権に関する相談を受け

たり、人権についての啓発活動などにご尽力いただき

ました。また、１月１日付で新任として恵比奈礼子さ

んが新しい人権推進委員として法務大臣からの委嘱を

受けられました。

12
31

１
１・

　長年に亘り保護司として活動をされた長尾公博(上石

見)さんと石川桂子(中石見)さんが退任されました。長

尾さんは平成５年９月10日から約26年間、石川さんは

平成９年12月１日から22年間、犯罪の予防や啓発活動

に尽力されてきました。長年に亘り活動をしていただ

きありがとうございました。

なが   お   きみ  ひろ

さく　 の　 ひろ かず

いし  かわ  けい    こ

 広報にちなん令和２年２月　  12
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右
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

上
の
絵
は
正
し
い
設
置
方
法

で
、
下
の
絵
は
間
違
っ
た
設
置

方
法
で
す
。
さ
て
、
そ
の
違
い

は
何
で
し
ょ
う
？

　
答
え
は
碍
子(

が
い
し)

の
向
き

で
す
。
上
の
図
で
、
黒
い
支
柱

と
赤
い
電
線
の
間
の
青
い
部
分

が
イ
ノ
シ
シ
側
に
あ
る
か
、
農

地
側
に
あ
る
か
が
非
常
に
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
碍
子
は
、
電
線
を
巻
き
付
け

た
り
、
引
っ
掛
け
た
り
し
て
使

い
、
支
柱
か
ら
漏
電
し
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
線
の
張
り

具
合
を
調
整
す
る
た
め
に
用

い
ま
す
。
こ
の
碍
子
が
農
地

側
に
向
い
て
い
た
ら
、
な
ぜ

ダ
メ
な
の
で
し
ょ
う
か
？
外

向
き
で
も
農
地
向
き
で
も
大

し
た
差
は
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
で
も
実
は
、
イ
ノ
シ

シ
の
習
性
が
関
与
し
て
い
ま

す
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
十
字
に
な
っ

て
い
る
も
の
を
見
る
と
縦
の

棒
を
触
れ
た
が
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
電
気
柵
な

ら
電
線
よ
り
も
支
柱
に
触
れ

た
が
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
碍
子
が
農
地
に

向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
支
柱
が
最
も
イ
ノ
シ
シ

側
に
あ
り
、
支
柱
を
押
し
倒

し
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。

　
「
碍
子
は
外
側
」
に
向
け

て
設
置
し
、
し
っ
か
り
電
線

に
触
れ
さ
せ
て
痛
い
思
い
を

さ
せ
ま
し
ょ
う
！

獣害対策
最前線

残念な対策②
碍子

日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399

Vol. 146

　
12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
し
た
。
最
初
に
サ
イ
コ

ロ
ト
ー
ク
を
し
、
お
母
さ
ん
同
士
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
嬉
し
そ
う
な
子
ど
も
の
姿
を
た
く
さ
ん
見
る
事
が

で
き
、
親
子
で
楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
　
山
　
　
佐
伯
　
歩
実

★☆子育て支援センター通信☆★

　林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
1
期
生
の
研
修
も
、
あ
と
2
か

月
に
な
り
ま
し
た
。
林
業
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
町

民
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
充
実
し
た
研
修
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
達
は
、
12
月
か
ら
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
に
町
内
の
林
業
事
業
体
へ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
研
修
で

は
、
様
々
な
制
約
で
大
径
木
伐
倒
な
ど
の
経
験
も
で

き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。
報
告
会

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
感
じ
た
修
正
す
べ
き

点
を
洗
い
出
し
、
今
後
の
研
修
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
学
生
間
で
も
活
発
な
林
業
技
術
に
関
す
る

議
論
が
交
わ
さ
れ
、
林
業
人
と
し
て
の
成
長
も
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、「
安
全
と
改
善
意
識
を
常
に

持
ち
続
け
る
」
と
い
う
基
本
方
針
に
沿
っ
た
研
修
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
林
業
の
最
大
課
題
で
あ

る
安
全
性
の
向
上
に
つ
い
て
、
就
職
前
に
危
険
性
を

認
知
し
て
い
る
こ
と

が
、
林
業
を
長
く
続

け
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
で
あ
り
、
ア
カ

デ
ミ
ー
で
学
ぶ
最
大

の
意
義
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　2
期
生
も
ま
だ
ま

だ
募
集
中
で
す
。
林

業
ア
カ
デ
ミ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

今
月
の
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ

がい  し

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問
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第14回『昼寝をして目覚めたら翌日だと勘違い』の巻不定期
連　載

ヨシ子さんは、ヘルパーさんに食事の準備をしてもらい、昼食を食べたら昼寝をしました。
昼寝から目覚めたら５時でした、さあ大変・・・・・・

1 2

3

5

4

〈解説〉昼寝をして目覚めた時、ふと自分のいる場所や日にちや時間が分からなくなることがあります。
特に認知症があるとどうしようもないほど不安になります。
日にちが変わってしまったと思ったらヨシ子さんのように翌日の準備をしてしまうことがあったり、
また薬を飲んでしまったりと混乱が起こります。何度も確認したくなります。怒ったり諭したりする
とますます混乱します。
状況を受け入れてやさしく接してあげることが大切です。

編集協力　日南病院　日南福祉会

認知症についての相談は　日南町福祉保健課内　地域包括支援センター　電話82-0374まで

こ
ん
に
ち
は
、

ヨ
シ
子
さ
ん

お
い
し
い
も
の
を

　
　作
っ
て
や

ご
飯
を
食
べ
て

昼
寝
を
し
よ
う

　か
な

あ
り
が
と
う

あ
れ

も
う
５
時
だ
、

早
く
用
意
を
し
な
い
と

迎
え
が
来
る

今
日
は

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が

来
な
っ
た
が
あ
、

今
は
夜
だ
け
ぇ

寝
て
く
だ
さ
い

あ
ー
、

よ
く
寝
た
。

電
話
し
て

　
　み
よ
う

今
日
は
出
る
日

じ
ゃ
あ
な
い
か

　い
な
あ

６

ヘルパーさんが来られるヘルパーさんが来られる コタツの上にはご馳走コタツの上にはご馳走

受話器をもどしながら

じ
ゃ
あ

　帰
る
け
ん
ね

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

　迎
え
に
来
ん
。

理恵が説明する
時計は午後５時時計は午後５時

ウロウロしていよウロウロしている

時計は午後６時時計は午後６時

　ほ
ん
に

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は

　来
な
っ
た

　
　だ
ら
あ

　
　か
な
ぁ
。

　ほ
ん
に

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は

　来
な
っ
た

　
　だ
ら
あ

　
　か
な
ぁ
。

　ま
あ
、

夜
だ
言
い
な
る
け
ぇ

寝
よ
う
か
な
ぁ

　ま
あ
、

夜
だ
言
い
な
る
け
ぇ

寝
よ
う
か
な
ぁ

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
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ご理解・ご協力をお願いします！！ご理解・ご協力をお願いします！！

飲料・食品類の缶・ビンごみは中をきれいにしましょう！飲料・食品類の缶・ビンごみは中をきれいにしましょう！飲料・食品類の缶・ビンごみは中をきれいにしましょう！

資源ごみ、不燃ごみ、不燃性粗大ごみ、ペットボトル直接持込の問い合わせ先

平成30年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要

□

お知らせ

市町村別の内訳は次のとおりです。歳入区分 決算額

分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
繰入金
繰越金
諸収入
組合債
寄附金

合計

48億2,337万円
4,816万円
2,579万円
2,239万円
88万円

4億9,440万円
5,274万円
7,552万円

1億5,000万円
30万円

56億9,356万円

歳出区分

議会費
総務費
民生費
衛生費
消防費
公債費

合計

決算額

77万円
1億7,480万円
7,499万円

13億2,818万円
34億3,051万円
6億3,065万円
56億3,989万円

27億3,540万円
5億8,952万円
1億1,689万円
4億2,042万円
2億9,084万円
3億221万円
1億5,225万円
1億1,140万円
1億444万円

米子市
境港市
日吉津村
大山町
南部町
伯耆町
日南町
日野町
江府町

歳 出

議会費0.0％公債費11.2％ 総務費3.1％
民生費1.3％
衛生費23.6％

消防費60.8％

歳 入

分担金及び負担金
84.7％

繰入金8.7％ 組合債6.5％
寄附金0.0％

繰越金0.9％

財産収入
0.0％
県支出金
0.4％
国庫支出金
0.5％

使用料及び
手数料0.9％

諸収入1.3％
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パソコン農業簿記研修会開催催し

□
□

令和元年度鳥取大学・日南町連携事業報告会の開催について催し

□
□

□

職業訓練の受講生募集募集

□ □

日南町タウンズネット光化工事に係る協力のお願いお願い

□

鳥取県西部広域行政管理組合の入札参加資格及び入札案件公表についてお知らせ

□
司法書士による「無料法律相談会」催し

□
□
□

□

消費生活相談員による出張出前講座の募集募集

□ □労働関係機関による日曜労働相談会のお知らせ（無料）催し

□
□
□

お知らせ

グループ活動中の事故／往復中の事故
（４名以上の団体・グループでご加入ください）

４月１日午前０時から令和３年３月31日午後12時まで

小さな掛金・大きな補償　スポーツ安全保険

□
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

お
正
月
飾
り
南
天
の
枝
ぶ
り
さ
が
す

　
　
　
　
　
　印
　賀
　久
代
　幹
子

ふ
と
冬
至
の
文
字
に
南
瓜
煮
る
日
暮
の
早
さ

　
　
　茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

ほ
っ
と
佇
む
満
開
の
桜
冬
日
に
匂
う

　
　
　
　
　
　生
　山
　渡
辺
　圭
子

黄
金
色
の
銀
杏
の
葉
一
筆
そ
え
て
送
る

　
　
　
　
　生
　山
　弓
場
　里
恵

気
付
か
ぬ
程
の
あ
る
や
無
し
や
の
昼
月
の
明
り

　
　茶
　屋
　小
林
　道
子

少
し
日
脚
が
延
び
た
夕
暮
れ
の
三
日
月

　
　
　
　
　茶
　屋
　木
山
　輝
子

身
に
合
っ
た
程
の
野
菜
取
り
込
ん
だ
冬
支
度

　
　
　茶
　屋
　木
山
　操
子

人
生
の
終
末
二
人
三
脚
で
今
年
も
暮
れ
る

　
　
　
　茶
　屋
　岸
本
　治
枝

百
何
万
球
華
や
ぐ
光
宝
石
模
様

　
　
　
　
　
　
　
　神
戸
上
　柴
田
　篤
子

良
き
も
悪
し
き
も
運
命
と
し
て
年
が
暮
れ
行
く

　
　茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

あ
と
五
分
あ
と
少
し
抜
け
出
せ
な
い
布
と
ん
の
中

　
　茶
　屋
　木
山
　輝
子

ど
の
色
い
ろ
も
受
け
入
れ
て
い
る
秋
の
山

　
　
　　茶
　屋
　岸
本
　治
枝

新
聞
を
待
つ
朝
の
幸
即
位
の
礼

　
　
　
　
　
　
　　生
　山
　渡
辺
　圭
子

新
米
供
え
て
今
年
も
無
事
終
わ
っ
た
と

　
　
　
　
　　生
　山
　弓
場
　里
恵

青
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
お
も
い
っ
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　絵
を
描
い
た
秋
の
雲

　
　　茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

石
の
温
も
り
に
来
た
赤
蜻
蛉
の
深
ま
る
秋

　
　
　　茶
　屋
　小
林
　道
子

孫
の
お
代
り
が
な
に
よ
り
の
新
米
の
評
価

　
　
　　茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

大
根
蒔
き
た
く
て
肥
料
し
て
雨
を
待
つ

　
　
　
　　印
　賀
　久
代
　幹
子

訪
ね
来
し
人
と
菜
園
見
回
る
ひ
と
時
秋
日
和

　
　　茶
　屋
　木
山
　操
子

凛
と
咲
い
た
紅
白
彼
岸
花
命
燃
え
つ
き
て

　
　
　　神
戸
上
　柴
田
　篤
子

迫
り
来
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
イ
シ
ョ
ン
冬
の
声  

　
　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

出
て
み
よ
と
冬
満
月
の
山
の
上

　
　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　田
辺
登
志
美

今
は
亡
き
庭
に
寂
し
き
返
り
花

　
　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　船
越
　裕
子

身
の
丈
に
合
っ
た
幸
福
願
う
初
春

　
　
　
　

  

　
　矢
　戸
　和
田
　淑
子

余
さ
ず
に
太
陽
を
抱
く
冬
芽
か
な

　
　
　
　
　

  

　豊
　栄
　花
倉
美
佐
子

長
き
夜
日
南
X
読
み
終
る

　
　
　
　
　
　

  

　
　
　宮
　内
　木
村
萬
佐
子

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

新
年
を
浄
め
と
舞
へ
る
初
雪
は

　
　
　
　令
和
を
彩
る
道
を
染
め
ゆ
く

宝
　谷
　横
谷
　秀
子

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

し
や
わ
せ

か
え

た
け

は

　る

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　令
和
最
初
の
年
明
け
と
な
り
、
今
年
は
つ
い
に
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
年
に
な
り
ま
し
た
。
５
月
に
は
県
内
で
聖
火
リ
レ
ー
が

行
な
わ
れ
、
日
南
町
に
も
聖
火
が
や
っ
て
き
ま
す
。
生
で

聖
火
リ
レ
ー
を
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　今
期
の
冬
は
本
当
に
雪
が
な
く
、
冬
の
風
物
詩
で
あ
る

出
初
式
や
ど
ん
ど
さ
ん
も
雪
の
な
い
状
態
で
し
た
。
普
段

の
生
活
で
は
、
雪
の
無
い
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
や

は
り
冬
の
景
色
と
し
て
は
物
足
り
な
い
気
も
し
て
し
ま
い

ま
す
。
農
業
へ
の
影
響
も
あ
る
と
聞
く
の
で
、
町
長
同
様

に
適
度
な
降
雪
が
あ
る
と
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　今
年
も
広
報
に
ち
な
ん
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

今
月
も
一
句

　日
南
が

　雪
に
染
ま
る
は

　い
つ
の
日
か

編
集
後
記

役
場
企
画
課
　
８
２

－

１
１
１
５

問

西
郷
の
座
右
の
銘
を
書
初
め
に

　
　
　
　
　天
を
敬
い

　人
を
愛
す
る

下
石
見
　浅
川
　三
郎

健
や
か
な
珠
玉
の
孫
を
授
か
り
し

　
　
　令
和
の
時
代
を
雄
々
し
く
生
き
よ

阿
毘
縁
　木
村
　民
子

「
今
年
」

『
今
年
の
目
標
は
何
で
す
か
』

「
目
標
」

「
何
？
」

う
や
ま

じ
だ
い

　日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手
話
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　手
話
が
初
心
者
の
方
で
も
安
心
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
の
簡
単
な
手
話
表
現
を
学
習

し
て
い
ま
す
。

　手
話
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

両手を下向きにして体の
前におき少し下げる。

左手を丸めて筒を作り上方にお
き右手の人差し指をあてる。

右手の人差し指を立てて左右に
軽く振る。

左手を丸め右手の人さし
指をトンとあてる



　町民の皆様、新年あけましておめでとうござい

ます。健やかな新春を迎えられたことと心からお

慶び申し上げます。

　今年も降雪のない穏やかで暖かい日が続く新年

の始まりとなりました。長期予報では、平年並みより少し

暖かい日が続くでしょうとのことです。今年も昨年に続き

あまり降らないのでしょうか。夏場の水や豪雨の心配をす

る声をよく聞きます。災害にならない程度の降雪を望みた

いと思います。海外では、オーストラリアやアマゾンでの

大規模火災があり、フィリピンでは大規模な火山噴火があ

るなど自然災害が続いてます。平成から令和につながる大

きな課題のひとつであります。予防や情報発信に努めると

ともに、自助・共助・公助のあり方をより明確にしていか

なければいけないと思っていますので、命を守ることを全

員で実施していきましょう。

　11日は消防出初式を実施し、一斉放水の間は虹が現れる

など幸運を運んでくれました。災害や火災がない1年にな

りますように祈念したところです。

　今年の町民の皆様のご健康とご多幸を祈念します。
（令和元年12月16日～令和２年１月15日受付分）

令和元年12月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 2,010 （−  6）  ■人 口  4,498 （− 7）
■    男 2,116 （−  3）  ■　  女  2,382 （− 4）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

汗　部　和　利　　 46歳　　　 下石見

遠　藤　　　侃　 　92歳　　　 菅　沢

宇　田　菊　美　　100歳　　　 神戸上

細　田　秀　雄　　 85歳　　　 下阿毘縁

立　脇　富　代　　 90歳　　　 神　福

氏　　名　　　　　　届  出  人　　　      住　所 

飯　塚　一　路　　　展　　　　丸　山
(R１.10.21のお生まれ。
掲載が遅れましたこと、お詫びいたします。)

ご誕生おめでとうございます

ろいち

岸　本　　　崇　　　　　　　　茶　屋
(石津) 　絵　美　　　　　　　　境港市

ご結婚おめでとうございます

19　  広報にちなん令和２年２月



■編集･発行　日南町役場 企画課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　葉が出る前に黄色い花を多数つける。葉は
互生。花期は 3～ 4月。
　鳥取県での分布は日南町から大山町までの
鳥取県西部地域に限られる。
　日南町の大宮、山上、阿毘縁、石見、日野
上地区など花崗岩地帯で土地のやや痩せた日
当たりの良い山地に生育する。
　保護するためには、採取の防止と林業施業
時の保護が重要である。

アテツマンサク（マンサク科）

鳥取県その他の重要種　国準絶滅危惧種

投
稿
者
：
K
城
K
輔

時
期
：
1
月
４
日

撮
影
場
所
：
生
山
駅
1
番
ホ
ー
ム

『
空
と
君
と
の
間
に
は
』

町
民
の
帰
省
を
支
え
る
や
く
も
と
故
郷
を
離
れ
旅
立
つ

人
々
を
後
押
し
す
る
か
の
よ
う
な
雄
大
な
大
自
然
に

哀
愁
を
感
じ
ま
し
た
。

平成30年11月22日生まれ

（父）祥太さん　（母）早紀さん

新里　日秋 くん【 生山 】
かしゅうしんざと

「
車
や
電
車
大
好
き
」

　車や電車が大好きで、見ると機嫌が良くなります。

トンネルをくぐる遊びも好きで、毎日お姉ちゃんを

追いかけて遊んでいます。

　ふわふわの毛布が手放せない甘えん坊ですが、最

近は大人の話す言葉をよく理解するようになり、成

長を感じます。

　「将来は、よく考えて行動できる学者になってほ

しいな」とお母さん。

　清国家（矢田貝家）は江戸時代初期頃に出雲地方から移住したと

言われています。たたらや砂鉄の取引き、鋳物工場等で経済力のあ

る地方の豪族であり、大庄屋も兼ねていました。４代目の頃に分派

しましたが、５代、６代の頃に最盛期を迎えました。7代目のころ

に日野川下流域に転住し、矢田貝家の全屋敷は村庄屋の池田屋が所

有しましたが、花口強訴騒動で池田屋と分家の生田家が上石見の旧

駒崎村に転居してしまいました。後年、屋敷は旧村役場として使用

するも焼失してしまいました。

　矢田貝家墓地は旧花口分校土手の約250m程の山中にあり、山界万霊塔、小地蔵菩薩等と共に大小20基が、御影石

製で笠付き墓石群を成して整然と林立しています。関連の遺跡として旧花口分校玄関横にある石燈篭は池田屋が花口

神社に奉献した２基中の１基とされ、寛政年間の頃のものと言われています。これらの遺跡は、地元の「花口遺跡を

保存する会」(福岡寛治会長)が管理され、後生に語り継がれています。 石見まちづくり協議会 TEL 83－0711問

今月の 1枚 Vol.32

石見まちづくり協議会

「花口の旧家の名残りがうかがえる」矢田貝家墓地

しょうこくけ

ふくおかひろはる


